
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和元年１２月１３日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第105号

令和元年１０月分交付金概算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和元年10月分の交付金概算払単
価が公表されましたので、概算払いを行います。

肉専用種については、36,478.4円・乳用種については、44,722.4円 交雑
種については11,271.2の交付となります。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和元年10月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）」をご覧
ください。

トピックス

•令和元年10月分の
単価（概算）が公表さ
れました。

•10月分の交付金交
付は、12月25日（水）
を予定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～和牛は伸び悩み、交雑牛に引き合い集中～ 

 2019 年 11 月の牛枝価格は、消費増税や台風 19 号による消費低迷を引きずりながらも、気温が低下し

て本格的に鍋物商材が動き始め、再び保ち直してきた。ただ、和牛よりも交雑牛に需要が集中する傾向が

続いており、12 月も和牛は盛り上がりに欠く展開を予想する声も出ている。 

 10月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 55 円安の 2,690 円（前月同月比 199 円安）と、2015 年

以来の 2,700 円割れとなった。同 A4 も 51 円安の 2,380 円（同 164 円安）、同 A3 は 16 円安の 2,180 円

（同 121 円安）、同 A2 は 41 円安野 1,932 円（同 216 円安）と、軒並み下落した。台風 19 号や増税を背

景に外食不振につながり、問屋の在庫過剰感が顕著となった。 

 同様に交雑牛も、B4 で 37 円安の 1,728 円（同 26 円安）、B3 が 45 円安の 1,603 円 4（同 7 円安）、B2

は 35円安の 1,475 円（前年並み）と下げたが、和牛から需要の移行がみられ底堅く、和牛に比べ下げ幅は

小さかった。 

 10～11 月にかけては増税と台風が景況感を大幅に悪化させ、高単価品である和牛 5，4 等級の需要が一

気に冷え込み、問屋の荷重感が強まった。その後、気温が低下し本格的に鍋物商材が動き始めたことから、

肩ロースが活発化し、枝肉価格は戻したものの、「和牛上物は気軽に消費者の手が届かない商材になりつつ

あり、年末商戦も交雑牛に引き合いが集中するのでは」（問屋）との見方が少なくない。 

 量販店でも「100g当たり 1,000円を超える和牛を日常使いすることは難しくなっている」（大手量販店）。

現在の交雑牛の価格がごちそうのカテゴリーになりつつあり、和牛は縮小し交雑牛の販売を強化する動き

は継続しそう。12 月商戦も交雑牛、乳去勢、輸入牛を戦略的に強化するチェーンが多いとみられる。 

 12月は前半こそ年末年始の手当てが活発化するが、全国的に出荷頭数が潤沢とみられ、後半和牛は下振

れするとの懸念も出てきた。 

 交雑牛は需要が強く、高値傾向が続く見通し。和牛去勢 A5 で 2,800～2,900 円、A4 で 2,500 円前後、

A3 で 2,300 円、交雑種去勢 B3 で 1,750 円、B2 で 1,150 円。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌１２月号 抜粋） 

 

★農場HACCP取り組みについて 

～みらいグローバルファーム株式会社の取り組み～ 
●農場 HACCPとは？ 

 農場 HACCPは、農場の飼養衛生管理に HACCPの考え方を取り入れたもので、農場の衛生管理を向上

させ健康な家畜を生産することにより、畜産物の安全性を向上させるシステム。 

●取り組みの動機 

 認証取得することで、確立された衛生管理体制を運用していることもあり、口蹄疫などの法定伝染病を

絶対に発生させてはいけないと考えている。 

●導入のメリット 

 メリットは、子牛生産から肥育まで、一貫経営の規模拡大を進める中で、口蹄疫をはじめとする法定伝

染病を絶対に発生させないという意識が各従業員に浸透し、防疫体制の強化が図れたことです。また、e－

ラーニング（農場指導員養成事業への受講）参加や、教育訓練プログラムに沿っての教育訓練の実施など

により、人材の効率的育成が図られている。このほか、モニタリングの検証や是正措置、妥当性の検証な

どにより、食品の安全・安心が担保でき、より高品質で安全な和牛を提供し続ける体制を支えるものにな

っている。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌１２月号 抜粋） 

農場 HACCP は、衛生管理、生産性向上、従業員の意識改革など有効な手段として、おすす

めしております。是非、つづきの別紙を参照してみてください。 






